
リモートアドバイザーレポート

Agilent アドバンテージシルバーおよび 
ゴールドプランに対する付加機能

技術概要

Agilent リモートアドバイザーは、アジレント製のシステムや一部の他社システムを、リア
ルタイムでサポートし、さらに使用状況のレポートなどの機能を提供するツールです。
現在お使いのコントロールソフトウェアやクロマトグラフィーデータシステムにかかわら
ず、パワフルなリモート診断や詳細なレポートを駆使して、ラボの設備を最大限に活用
し、生産性を高めることが期待できます。

Agilent アドバンテージシルバーおよびゴールドプランに付くリモートアドバイザーのレ
ポート機能に、以下の 9 つのテンプレートが追加されました。これらにより、機器効率、
消耗品の最適な使用、システムの稼働状況にもとづく計画的な点検作業のプランニン
グなどについて、かつてないほど容易かつ正確に、データにもとづく判断を下せるよう
になります。リモートアドバイザーに接続すれば、アドバンテージシルバーまたはゴール
ドプランをご契約いただいているお客様は、以下のレポートを作成できます。

• 設備レポート

• 資産レポート

• 修理履歴レポート

• エラー履歴レポート

• 稼働状況および使用状況レポート

• カラム注入レポート 

• サービス予定レポート 

• メンテナンス推奨レポート 

• モジュール追跡レポート 
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設備レポート

各システムの設置場所へ行かずに、機器
の詳細情報を採取、記録し、設備リスト 
を作成できたらいいと思いませんか？ 
リモートアドバイザー設備レポートは、数
回のクリックで、接続する機器の詳細な
設備情報が得られます。レポートには、
各システムについて以下の情報が記載さ
れます。

• システム名と構成

• モジュール名とモデル番号

• すべてのシリアルナンバーとファーム
ウェアリビジョン

• 各モジュールの現在のステータス

設備レポートは、接続されてい
るシステムの機器構成、モデル
番号、シリアルナンバー、ファー
ムウェアリビジョンなどのス
ナップショットをリアルタイムで
提供します。リモートアドバイ
ザーで設備リストを最新の状態
に保ち、いつでも利用すること
ができます。

リモートアドバイザー資産レ
ポートは、システムの使用状況
や稼働状況を明らかにします。
これをもとに、使用率の高いシ
ステムや低いシステムを特定
し、作業量のバランスをとるこ
とができます。また、このレポー
トを使えば、溶媒やランプ使用
時間が無駄になる「準備」状態
の時間をモニタリングし、短縮
することも可能です。

資産レポート

資産レポートは、従来の機器台帳では不
可能なレベルの詳細さと正確さで設備の
効率化を考えることを可能にします。リ
モートアドバイザー資産レポートは、単一
のレポート内で、以下のようなシステム
概要をまとめて報告します。

• 機器構成とモデル番号、シリアルナン
バー、ファームウェアリビジョン

• 月ごとの使用時間と、過去 3 か月の使
用傾向を示すチャート

• 分析モード、準備モード、エラーモー
ド、電源オフなどの継続時間を詳細に
報告し、機器の使用状況を確認できる
チャート

• 実際の使用状況をもとにメンテナンス
時期を推奨するアーリーメンテナンス
フィードバック
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修理履歴レポート

機器のサービス履歴は、使用効率の最適
化を実行するうえで貴重な情報源です。
リモートアドバイザー修理履歴レポート
では、アジレントが実施したすべてのメン
テナンス、修理、バリデーション作業が完
全に文書化されるので、以下のことが可
能になります。

• 重要度の高いシステムの稼働率を高
め、継続的なワークフローを実現

• 使用状況にもとづいてメンテナンス計
画を立てて、システムの稼働時間を向上

• 信頼性に問題があるシステムやモ
ジュールの修理や交換

修理履歴レポートを使えば、品質管理や査察
のために、メンテナンスや修理などのアクティ
ビティを文書化する手間を軽減できます。ま
た、追加のメンテナンスが必要なシステムや、
信頼性に問題があるシステムを特定する場合
にも役立つため、稼働時間向上のための対策
をとることができます。  

エラー履歴レポートには、モジュールのエラー
に関するリストとグラフが記載されます。上
の例では、継続的なカラムリークが特定され、
カラムの適切な交換方法に関するトレーニン
グを追加する処置が取られました。

エラー履歴レポート

無駄な作業やワークフローの中断を効果
的に低減するには、予定外のトラブルに
つながるエラーを排除する必要がありま
す。リモートアドバイザーエラー履歴レ
ポートは、ラボで頻発するエラーのリスト
や、モジュールごとのエラーの上位 5 項
目を確認することができます。このデー
タをもとに、以下に関連するエラーを特
定し、計画的に防止することが可能です。

• SOP コンプライアンス。手順どおりに
溶液が充填されていないことで溶媒容
器が乾燥して起こるエラーなど

• トレーニングの必要性。カラムコンパー
トメントのリークから生じるエラーなど
は、カラムの適切な交換方法ついてト
レーニングを実施する必要があること
を示している可能性があります

• メンテナンスの必要性。圧力や流量の
エラーなどは、サンプル経路内の摩耗
の大きい部品を頻繁に交換する必要が
あることを示している可能性がありま
す

エラー履歴レポートには各モジュールのエラーが記載さ
れるので、エラーの防止対策をとることができます。  
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稼働状況および使用状況 
レポート

ラボの生産性を高め、キャパシティを最
適化するためには、ラボ全体の設備の稼
働状況や使用状況、およびラボ内の特定
の機器の稼働状況を把握することが非常
に有効です。リモートアドバイザーの稼
働状況および使用状況レポートは、機器
から直接、以下のようなデータを自動的
に採取します。

• 設備リストにある機器の総稼働可能時
間、使用時間、非稼働時間

• 設定された設備リストにもとづくラボ
の稼働状況および使用率

• ピーク使用時間および 1 日平均使用時
間

• 設備が非稼働、準備、および稼働ス
テータスにある時間の割合 (ラボの
キャパシティを測る目安になります)

• 使用率が最も多い、または少ないシス
テム、稼働可能時間が最も短いシステ
ムを示す各機器の稼働状況および使
用率データ

• 各機器が準備ステータスおよび使用ス
テータスにある時間の割合

稼働状況および使用状況レポートは、ラボ内のすべての機器について作成することも、特定のグループ
の機器について作成することもできます。1 日から 6 か月の範囲の特定の時間枠で調べるように設定し、
ラボのキャパシティに影響を与える傾向を調べることも可能です。
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カラム注入レポート

カラム注入データを解析することも、作
業量やラボ効率の検証に非常に役立ちま
す。リモートアドバイザーのカラム注入レ
ポートでは、1 日の注入回数、システム注
入回数、カラム注入回数を追跡し、傾向
を調べることが可能です。こうしたデー
タは、以下のことに役立ちます。

• 1 日の作業量の変動の特定 

• 各機器における作業量の追跡と、シス
テムにおける作業量分布の検証

• カラム注入回数にもとづく特定メソッド
の作業量の追跡と、システム間の違い
の特定

• 注入指標の解析による各メーカーのカ
ラム性能の評価

カラム注入レポートは、作業量に影響を与える可能性のある 1 日の注入回数の変動を特定するのに役
立ちます。また、カラム注入回数とシステム注入回数をカウントし、作業量分布を把握することができま
す。
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メンテナンス推奨レポート

リモートアドバイザーのメンテナンス推
奨レポートを使えば、カレンダーではな
く実際の使用状況にもとづいて、メンテ
ナンスの必要性を判断することができま
す。このレポートでは、アーリーメンテナ
ンスフィードバック (EMF) 機能のカウン
ターを超過したモジュールのリストが得
られます。レポートに含まれる EMF カウ
ンターは、以下のとおりです。

• LC ポンプ
 ◦ 左/右の送液リットル数
 ◦ 左/右のシールの摩耗

• オートサンプラ
 ◦ 注入回数
 ◦ バルブスイッチ回数

• 検出器
 ◦ ランプ使用時間

• カラムコンパートメント
 ◦ バルブスイッチ回数

メンテナンス推奨レポートには、アーリーメンテナンスフィードバックカウンターの結果が記載されます。こ
れにより、実際のシステムの使用状況をもとにメンテナンスを計画できるため、故障が生じるまえにメンテ
ナンスのスケジュールを設定し、対策を講じることが可能です。

サービス予定レポート

リモートアドバイザーのサービス予定レ
ポートにより、年次点検や稼働時適格性
評価などの予定されているサービスの管
理がいままで以上に簡単になります。こ
のレポートは、メンテナンスの作業日程
の管理や、年次点検、バリデーションが
予定されているシステムを管理すること
に役立ちます。このレポートでは、以下
のことが可能です。

• 過去 12 か月で実施されたサービスの
記録

• アジレントによる次回のサービスが予
定されている機器の把握 

• システムに必要な定期メンテナンスや
コンプライアンスサービスの確実なス
ケジューリング

• LC シングル四重極質量分析計
 ◦ チャンネル A/B キャリブラント
 ◦ E-マルチプレクサ
 ◦ ガスコンディショナ
 ◦ イオン光学系
 ◦ ポンプ液
 ◦ 選択バルブ

• GC
 ◦ ランカウンタ

サービス予定レポートは、過去 11 か月で点検 (PM) または稼働時適格性評価 (OQ) を受けていないすべ
ての機器を特定します。サービスが予定されている場合には、日時とサービス要請番号も記載されます。  
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モジュール追跡レポート

多くのラボでは、複数のシステムのあい
だで検出器などの特定のモジュールが共
有されています。その場合、必要なとき
に目的のモジュールを見つけるのが難し
くなることがあります。リモートアドバイ
ザーのモジュール追跡レポートは、シス
テム間で移動するモジュールを追跡する
ためのツールです。リモートアドバイザ
に接続しているラボ外の他のシステムへ
移動するモジュールの追跡も可能です。
このレポートでは、以下のことが追跡さ
れます。

• モジュールが移動した日時、システム、
ラボ

• 機器が移動した日時、ラボ モジュール追跡レポートは、機器やモジュールの移動を追跡するためのレポートです。ラボ内および複数
ラボ間のモジュールの移動が追跡されるため、重要なモジュールの所在を把握するのに役立ちます。
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アドバンテージシルバー 
およびゴールドプランに 
含まれるその他のリモート
アドバイザー機能

アドバンテージシルバーおよびゴールド
プランをご契約いただいているお客様
は、リモートアドバイザーレポート機能
に加えて、アジレントコンタクトセンター
担当者によるリアルタイムのリモート診
断などを含むリモートアドバイザーアシ
スト機能と、分析中に何らかの理由で
システムが止まってしまったときなどに 
E メールで通知できるリモートアドバイ
ザーアラート機能を利用できます。

リモートアドバイザーの 
接続

リモートアドバイザーの利用権限は、
Agilent アドバンテージシルバーおよび
ゴールドサービスプランに含まれてい
ます。接続するための追加料金は導入
時の据付調整費のみ*で、ご契約期間
中のアクセスについても無料でご利用
いただけます。接続は迅速、簡単かつ
安全です。契約に含まれるこの貴重な
サービスをぜひご利用ください。

* 1 サイトに 5 システム以上の契約機器があ
る場合、必要な PC および据付調整費は無料
です。

コンピュータのデスクトップにあるリモートアドバイザーアイ
コンをクリックすれば、電話待ちの時間を無駄にせずに、サー
ビス要請を送信できます。アジレントのサポートエンジニア
が折り返しお電話し、リアルタイムのサポートを提供します。

お問い合わせは

カストマコンタクトセンタ 
0120-477-111 
または 042-656-7882

email_japan@agilent.com

www.agilent.com/chem/jp


